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「

器
人
災
を
も
「自
然
の
摂

樹
　
理
」
と
と
ら
え
た
鴨
長
明

器
¨
　

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
日
本
人

出

の
暮
ら
し
や
行
動
は
、
国
民
の
性
格
に

出

も
影
響
さ
れ
る
。
そ
の
前
提
と
し
て
、

＝

わ
が
日
本
人
は
あ
ま
り

「理
性
的
な
国

器

民
」
で
は
な
い
と
い
う
事
情
が
あ
る
か

Ｉ
Ｉ
日本
人
的
慣
性
への刺
激

し
て
、
し
か
も
、
も
と
の
水
に
あ
ら
ず
」
と
い
う
政
治
が
為
し
た
失
敗
策
「人
災
」

で
始
ま
る

『
方
丈
記
』
で
、
世
の
中
の

も
、
取
り
上
げ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ

出
来
事
を
と
ら
え
、
無
常
観
の
生
き
方

れ
ら
の
災
禍
は
し
か
た
な
い

「自
然
」

を
綴

っ
た
。
彼
は
大
火
、
竜
巻
、
遷
都
、
の
摂
理
と
解
釈
し
て
い
る
。
漱
石
も
ま

飢
饉
、
大
地
震
の
５
つ
の
災
禍
を
例
示

ね
て
、
「智
に
働
け
ば
角
が
立

つ
。
情

し
て
い
る
が
、
そ
の
中
の

一
つ
に
遷
都

に
樟
さ
せ
ば
流
さ
れ
る
。
意
地
を
通
せ

＝

も
し
れ
な
い
。
長
い
歴
史
の
中
で
、
変

客
観
的
デ
ー
タ
を
「
感
性

州

へ
供
給
す
る
電
力
網
の
整
備
な
ど
の

不
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
分
か
り

声
も
聞
こ
え
る
が
、計
画

（Ｐ
ｌ

ａ
ｎ
）

ト
グ
ラ

を
政
策

（Ｐ

ｏ
ｌ
ｉ

ｃ
ｙ
）
に
置
き
換

化
す
る
四
季
を
愛
で
る
よ
う
に
感
性
が

的
」
に
把
握
す

る
手
法

政
策
判
断
を
導
く
こ
と
が
で
き
る
。　
　
や
す
い
と
勧
め
て
い
る
。
カ
ル

こ
の
よ
う
に
カ
ル
ト
グ
ラ
ム
に
よ
る

ム
は
、
国
際
的
な
デ
・―
夕
比
較
に
も
適

え
て
、
地
域
デ
ー
タ
を
特
徴
化
し
、
国

養
わ
れ
、
そ
れ
に
対
応
し
た
性
分
が
培

　

い
ま
、
そ
う
し
た
日
本
人
的
感
性
に

表
示
は
、
人
口
や
地
熱
発
電
所
の
密
度

用
さ
れ
る
。
世
界
の
国
家
間
の
比
較
で

民
に
共
感
が
得
ら
れ
る
理
性
的
な
処
方

わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
シ
ゲ
キ
を
与
え
る

「
カ
ル
ト
グ
ラ
ム
」
を
、都
府
県
で
連
続
性
を
維
持
し
て
″誇

は
、　
一
般
的
な
世
界
地
図
が
デ
ー
タ
の

が
欲
し
い
。
カ
ル
ト
グ
ラ
ム
は
、
政
策

さ
れ
る
こ

の
立
案
と
と
も
に
そ
の
理
解
に
役
立
つ

し
た
が

っ
て
、
理
性
で
行
動
す
る
知
能

と
呼
ば
れ
る
図
示
表
現
方
法
に
つ
い
て

張
し
て
〃
図
示
さ
れ
る
こ
と
で
、
我
々

密
度
に
従

っ
て
デ
フ
ォ
ル
メ
・

よ
り
は
感
性
の
方
が
磨
か
れ
た
の
で
は

紹
介
し
た
い
。
図
１
は
、
都
道
府
県
の

の
感
性
を
シ
ゲ
キ
す
る
。
棒
グ
ラ
フ
や

と
で
、
理
解
を
誘
導
す
る
。

表
現
方
法
で
は
な
い
か
と
思
う
が
い
か

の
表
現

が
だ
ろ
う
か
。

轟

な
い
だ
ろ
う
か
。
結
果
、
こ
う
し
た
性

人
口
を
カ
ル
ト
グ
ラ
ム
で
表
示
し
た
も

線
図
グ
ラ
フ
な
ど
よ
り
も
感
覚
的
に
、
　

カ
ル
ト
グ
ラ
ム
を
コ
ロ
ナ
禍

格
の
も
と
で
適
応
力
を
持
ち
、
空
気
感

の
で
、
首
都
圏
へ
の
人
口
集
中
度
が

一　

一
目
瞭
然
で
都
道
府
県
の
デ
ー
タ
の
大

に
適
用
し
た
ら
ど
う
な
る
だ
ろ
う
か
？

と
し
て
染
ま
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は

目
で
理
解
で
き
る
。
カ
ル
ト
グ
ラ
ム
は
、
小

（高
低
）
を

１
９
５
０
年
山
形
生
ま
れ
。

東
京
都
立
大
院
卒
。
元
千
葉
大

大
学
院
工
学
研
究
科
准
教
授

（金
属
疲
労
専
攻
）
。
金
属
疲
労

の
研
究
の
ほ
か
、
他
分
野
の

テ
ー
マ
の
研
究
開
発
に
努
め
る

と
と
も
に
日
本
各
地
の
地
域
お

こ
し
活
動
に
従
事
す
る
。
ロ
ー

カ
ル
鉄
道
と
地
元
の
酒
蔵
の
コ

ラ
ボ
で
地
域
再
生
を
図
る
地
酒

長
所
で
も
あ
り
短
所
で
も
あ
る
。

当
該
デ
ー
タ
の
面
積
当
た
り
の
密
度
量

把
握
理
解
で
き

轟

卜
』
で
は
、
「
こ
の
ま
ま
で
い
い
の
か
、

轟

い
け
な
い
の
か
、
そ
れ
が
問
題
だ
」
（日
ｏ

¨̈
　̈
σ
①
）
〇
も
っ
〇
一
一〇
σ
の
ヽ
一〓
”
一
一∽
一一す
ｏ

器

Ｏ
Ｌ
①
∽
〓
ｏ
Ｐ
）
と
、
ハ
ム
レ
ッ
ト
の
復

轟

讐
に
関
わ
る
事
態
に
つ
い
て
の
判
断
を

ぞ
れ
の
都
道
府
県
の
面
積
に
置
き
換
え

て
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
。

図
２
は
、
現
在
、設
置
さ
れ
て
い
る
地

熱
発
電
所
（発
電
量
）
の
カ
ル
ト
グ
ラ
ム

で
、
九
州
や
東
北
に
実
績
が
あ
る
こ
と

轟

表
現
し
た
。
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
の
こ
の

が
分
か
る
。図
３
は
、日
本
の
電
力
需
要

シ
ョ
ン
に
カ
ル
　
図
１
　
都
道
府
県
人
口
比
較

轟

問
い
か
け
は
、
英
国
の
国
民
性
に
も
影

（Ｇ
Ｗ
ｈ
）
の
カ
ル
ト
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
ト
グ
ラ
ム
を
利

＝

響
を
与
え
た
だ
ろ
う
。
一
方
、日
本
で
は

ま
た
、
図
４
は
風
力
発
電
機
の
設
置
可

用
し
て
い
る

＝

鴨
長
明
が
、
「ゆ
く
河
の
流
れ
は
絶
え
ず

能
容
量
（Ｇ
Ｗ
）
で
あ
り
、
北
海
道
は
風

が
、
そ
の
他
の
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シ

ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
の

『
ハ
ム
レ

ッ

（こ
の
場
合
は
人
口
密
度
）
を
、
そ
れ

る
。
し
た
が

つ

地
元
‐‐‐‐
‐‐‐‐‐‐‐
功
発‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐
‐‐‐‐‐‐‐‐
見
た
⑭

佐
藤
建
吉

　
「洸
楓
座
」
代
表

て
、
筆
者

は
、

風
力
発
電
な
ど

の
自
然
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
推
進
の
ミ
ッ

力
発
電
の
適
地
で
あ
る

都
道
府
県
デ
ー

と
言
え
る
。
し
た
が

っ

夕
を
比
較
表
示

て
、
電
力
需
要
の
あ
る

す
る
際
に
も
、

産
業
誘
致
や
、
北
海
道

カ
ル
ト
グ
ラ
ム
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　

図
４
　
風
力
発
電
所
の
設
置
可

で
発
電
し
た
電
力
を
本

は
感
覚
的
に
明
　
図
３
　
日
本
の
電
力
需
要
　
　
　
能
容
量

一）
・ ば

窮
屈
だ
。
と
か
く
に
人
の
世
は
住
み

に
く
い
」
と
、
『
草
枕
』
に
書
い
た
。

日
本
人
は
こ
う
し
て
、
無
常
観
や
無
情

感
や
ら
を
身
に
着
け
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

こ
う
し
た
生
き
方
は
、　
一
部
で
は
危

機
的
な
事
態
を
ス
ル
ー
さ
せ
る
性
分
を

生
み
出
し
、
安
全
保
障
や
防
災
に
関
し

て
積
極
的
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
理
性

を
励
起
す
る
に
は
至
ら
な
か

っ
た
。2図
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コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
バ
ン
デ

＝

ミ
ッ
ク
と
な
っ
て
世
界
的
に

一
辺
倒
に

＝

広
ま
っ
て
い
る
の
で
、
対
策
は
国
際
的

織

に
行
う
こ
と
が
必
要
だ
が
、
日
本
は
島

＝

国
で
あ
り
国
内
対
策
は
し
や
す
い
は
ず

＝

で
あ
る
。

第
４
波
の
コ
ロ
ナ
拡
大
が
危
惧
さ
れ

器

る
い
ま
、
や
は
り
必
要
な
の
は
強
力
な

議

政
治
的
な
対
策
で
あ
る
。
計
画
―
実
施

―
評
価
―
改
善
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
は
、
コ
ロ

ナ
禍
対
策
に
は
相
応
し
く
な
い
な
ど
の

一
「鐵
の
道
」
の
製
造

・
販
売
を

¨
企
画
、
す
で
に
１０
件
を
超
え
る

一
銘
柄
を
送
り
出
し
て
い
る
。　
一

¨
般
社
団
法
人

「洸
楓
座
」
代
表
。

一
「全
国
ふ
る
さ
と
大
使
連
絡
会

¨
議
」
理
事

Iゝf t ~=｀ 一 t L三I´
`ゾ`_f守
  =「 ――

ヽ


